
２０２１年度ユース審判員派遣 in Ｕ－１２ 

（一社）青森県サッカー協会審判委員会 

 

１. 大会名 ＡＯＦＡ第５３回青森県Ｕ－１２サッカー大会 

２. 期 日 ２０２１年６月１２日（土）、６月１３日（日）、６月１９日（土） 

３. 会 場 七戸町総合運動公園サッカー場 

４. 参加者 

ユース審判員 

 髙屋敷 知成（サッカー３級） 

 菩提寺 俊甫（サッカー３級） 

 松代 陽（サッカー３級） 

審判インストラクター 

 石田 明（県審判委員会レフェリーアカデミーマスター） 

 石鉢 学（県審判委員会強化・指導育成部ユース部長） 

 袴田 健（県審判委員会強化・指導育成部ユース担当） 

 齋藤 雅史（審判インストラクター） 

５. 競技方法（抜粋） 

 競技規則は（公財）日本サッカー協会「８人制競技規則」に準ずる。 

 試合時間は４０分（ハーフタイムのインターバルは１０分）。ただし、競技時間内に勝敗が

決しない場合は１０分間の延長を行い、なお決しない時は３名によるＰＫ方式により次回

進出チームを決定する。決勝戦も同様とする。 

 交替人数は８名までの自由な交代。 

 本大会期間中、警告を２回受けた者は次の１試合に出場できない。本大会において退場を

命じられた選手は次の１試合に出場できず、それ以降の処置は規律フェアプレー委員会で

決定する。 

 

６. 会場の様子 

  

  



７. 参加者レポート 

 髙屋敷 知成（サッカー３級ユース審判員） 

 今回の大会で主審を任せていただき、とても多くのことを学ぶことが出来ました。初めて１人

審判を体験したので、最初の試合では正確なジャッジや位置取りができていませんでした。しか

し、多くの審判団の方々のアドバイスをもとに修正していき、２、３試合目ではゆとりを持ち、

ランニングや正確なジャッジができたのではないかと思います。まだまだ成長が必要な箇所が

あるので、今後の審判活動を通してレベルアップしていきたいです。 

 

 菩提寺 俊甫（サッカー３級ユース審判員） 

 私は１３日，１９日と２日も審判として活動させていただきました。１３日に主審をしたとき

は思っていたよりも動けていて良かったですが、服装がだらしなかったので気を付けます。また、

見る角度がまだ不十分だったので、改善しようと思います。試合前にピッチインスペクションを

行いましたが、フィールドの大きさを全然知らなかったので、競技規則をみて学ぼうと思いまし

た。１９日は大人の審判の方々がたくさん話しかけてくれて、嬉しかったです。 

 

 松代 陽（サッカー３級ユース審判員） 

 今回の大会に派遣審判員として参加して、足りない事が多く見つかった。まずは予備知識の不

足である。派遣審判員として小学生の県大会を補助する立場にも関わらず、必要な知識が全くも

って足りなかった。基本的なルールや主審としてプレー中の立ち位置、そして８人制と１１人制

は様々な違いがあるにも関わらず、意識の甘さが試合に出てしまった。小学生の大事な大会で審

判を行うのに、私の意識の低さは全く適しておらず、彼らに対して非常に失礼であった。 

 さらに、私の社会的な欠如が挙げられる。３週間前には大会要項などが届いていたが、それら

の確認をせずに無計画のまま当日を迎えてしまった。時間管理ができなければ様々な人に迷惑

をかけるだけでなく、人としての信用を失うものである。今後は心を入れ替え、当日までに綿密

な計画を立て、周囲の人との確認を必ず行いたい。それでも自分の不注意により他の人に迷惑を

かけてしまった場合は、真摯に謝ることを大事にしたい。 

 また、向上心の無さも見られた。自分の知識の空白に目を向けず、それを放置し、しかも聞か

れた時に勝手な思い込みで解決しようとする事があった。自分の弱さを見せたくないという臆

病な心が見られた。今後は自分の無知を認め、知識の研鑽を怠らず、わからない場合は周囲の人

に聞き、確実なものを手に入れていきたい。 

 これらのことを反省し、私が選手の人生を決めるかもしれないという自覚を持って、それに恥

じないような知識や態度で試合の審判を行いたい。自分に自信を持ち、さらにその試合を任せら

れるに値するような人間となるように、日頃から強い意志を持って邁進していきたい。 

 

 石田 明（審判インストラクター） 

 ２年ぶりに、本大会に参加させていただきました。様々な大会が中止になり、難しい環境下で

感染予防に尽力し大会運営に携わられた皆様に御礼と感謝申し上げます。 

 さて、ユース審判員３名が本大会において大変お世話になりました。普段は経験しない運営面

でも貴重な体験をさせていただき、試合ができるありがたさを感じることが出来たと思います。

また、今大会において審判員として得たことを次のステップに生かしながら、成長してもらいた

いと思います。最後に、非常に気温も高くて、運営並びにチーム・選手にとってタフな環境であ

ったと思いますが、皆様方のご尽力に改めて敬意を表します。 



 

 石鉢 学（審判インストラクター） 

 高校では新型コロナウイルス感染防止のために、練習や試合が制限されています。そのような

中で、本大会を開催するためにご尽力いただいた４種委員会の皆様に敬服いたします。さらに、

ユース審判員を受け入れていただいたチームの皆様には、感謝の言葉しかありません。 

 さて、派遣した３名とも各高校で選手として活動していますが、８人制一人審判の主審を体験

するのは皆無。審判員としての心構えも含め、貴重な経験をさせていただくことができました。

今後も４種委員会と連携して経験を積んでもらい、将来的には参加したユース審判員が JFA 主

催の大会を担当できればと願っています。本当にいろいろとありがとうございました。 

 

８. 補足 

 試合結果は、以下の Web ページに記載されています。そちらをご覧下さい。 

（一社）青森県サッカー協会４種委員会 http://www.aomori-fa.jp/category/committee/all-committee/u12/ 

 


